
 

 

 
  
1948年 12月 10日、国際連合の第３回総会の中で、全ての人民と全ての国とが

達成すべき共通の基準として、「世界人権宣言」が採択されました。国連はこれを記念

して毎年 12 月 10 日を『人権デー』とし、日本においては法務省と全国人権擁護委員

連合会が 12 月 4〜10 日までの一週間を「人権週間」と定め、全国的な啓発活動が

行われています。 
 

しかし、今もなお、新型コロナウイルス感染症の感染者等に対する偏見・差別、インタ

ーネット上における誹謗中傷、いじめや虐待、外国人や障がいのある人などに対する偏

見や差別など、人権をめぐる様々な問題が存在しています。 
 

子どもの人権尊重の意識形成には親のかかわりが大きいことから、親自身が偏見をもたず、差別をしないなど

人権を大切にする生き方を子どもに示し、模範になることが大切です。ぜひこれを機に、親子で「どうすれば偏見

や差別はなくなるのか」など、人権問題について話し合い、お子さんの人権意識を育てていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１０日は『人権デー』です。親子で人権について考えてみましょう！ 

茨城県人権啓発 
キャラクターココロちゃん 

「人権」とは、一人ひとりが生まれた時からもっている「自分らしく生きる」権利のこと 

様々な人権課題 

（１）女性の人権を守ろう  

（２）子どもの人権を守ろう  

（３）高齢者の人権を守ろう 

（４）障がいを理由とする偏見や差別をなくそう  

（５）部落差別（同和問題）を解消しよう 

（６）アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう  

（７）外国人の人権を尊重しよう 

（８）感染症に関連する偏見や差別をなくそう  

（９）ハンセン病患者・元患者・その家族に対する偏見や差別をなくそう 

（10）刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう  

（11）犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう 

（12）インターネットによる人権侵害をなくそう 

（13）北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう 

（14）ホームレスに対する偏見や差別をなくそう 

（15）性的指向及び性自認（性同一性）を理由とする偏見や差別をなくそう 

（16）人身取引をなくそう 

（17）東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう 

法務省人権擁護局「啓発活動協調事項」より 

詳しい内容は、下の
ＱＲコードより法務省
ＨＰをご覧ください。 
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人権問題啓発映画の紹介 

茨城県教育委員会が企画

した人権問題啓発映画です。

同和問題や障がい者差別、

外国人差別、性的指向及び

性自認による差別、インターネ

ットによる人権侵害など、様々

な人権課題について考えるき

っかけとなります。ぜひお子さん

と一緒にご覧ください。 

「ホーム」（約 46分） 

β通信料が発生する場合がございますので、Wi-Fi環境などインターネット接続状況をご確認のうえご視聴ください。 

※ 

映画は下の 
ＱR コードより
県教育委員
会 HP からご
視聴ください。 

https://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/gakkou/jinken/index.html
https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00005.html

